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編集後記

本号は、加藤雅子先生のご退職記念号として、加藤先生が本学赴任直後に指導さ
れた西村由起子先生、ならびに学科教員と助手の論文から構成されています。テー
マは加藤先生のご専門の言語学研究を含みつつ、その枠を超え、歴史、社会、文学、
文化と多岐にわたっていますが、これは英文学科の研究領域の幅の広さを示すもの
といえるでしょう。論文をお寄せくださった執筆者の方々に厚くお礼申しあげます。
英文学科で長らく英語教育および言語学研究の分野で研究と学生指導にあたって

こられた加藤先生の定年によるご退職は非常に寂しいものでありますが、これまで
本学の基礎教育と専門教育に大きく寄与された加藤先生に感謝申し上げるとともに、
今後のご健康とますますのご活躍をお祈り申し上げます。

（川端康雄）

本誌の執筆者（掲載順）

西 村 由 起 子 （東洋学園大学教授）
高　梨　博　子 （本学准教授）
町　　沙 恵 子 （本学助教）
ダグラス・フォースター （本学准教授）
アン・スレイタ― （本学准教授）
アレックス・ワトソン （本学専任講師）

三　神　和　子 （本学教授）
坂　田　薫　子 （本学准教授）
佐　藤　和　哉 （本学教授）
川　端　康　雄 （本学教授）
佐 々 木 周 子 （本学助手）


